
焼却能力 ごみ焼却量 燃焼室ガス温度 集じん器
入口ガス温度

t/日 t ℃ ℃ ppm

１号炉 5,724.59 921～1,090 172～176 8～35

２号炉 5,503.03 1,000～1,120 171～175 3～39

600 １号炉 13,843.43 908～1,181 166～177 9～17

１号炉 7,432.47 838～953 170～177 1～7

２号炉 6,140.90 841～979 170～171 0～8

600 １号炉 6,662.27 1,033～1,182 179～180 1～3

600 １号炉 6,712.27 938～1,100 158～165 0～4

１号炉 15,259.22 902～1,150 165～171 0～11

２号炉 6,904.99 935～1,139 168～173 0～27

３号炉 16,026.92 911～1,159 169～173 0～15

１号炉 7,708.97 960～1,200 166～169 0～41

２号炉 8,337.80 908～1,154 168～170 0～22

３号炉 7,859.58 923～1,195 165～168 0～35

１号炉 4,872.25 846～928 162～163 3～84

２号炉 5,103.42 858～924 160～161 0～116※①

200 １号炉 5,413.96 949～1,062 144～156 0～52

１号炉 8,369.01 930～1,062 149～152 2～34

２号炉

１号炉 1,983.65 900～1,174 161～167 0～2

２号炉 7,130.91 959～1,215 152～168 1～12

１号炉 3,910.13 894～1,020 155 0～4

２号炉 3,475.12 887～993 154～156 0～5

１号炉 7,757.04 892～977 172～174 4～8

２号炉 8,845.53 896～1,018 172～173 0～7

１号炉 7,967.03 978～1,156 169～175 0～34

２号炉

１号炉 7,158.12 907～1,114 159～161 4～32

２号炉 7,131.01 893～1,060 160 3～56

１号炉 4,368.69 914～996 167～186 0～58

２号炉 4,072.86 904～992 168～192 0～125※②

１号炉 8,282.17 853～1,117 153～171 3～43

２号炉 3,776.52 842～1,054 148～164 5～46

１号炉 7,266.64 848～1,015 156～170 2～44

２号炉 7,247.29 838～996 156～170 2～91

１号炉 8,804.28 887～991 157～167 0～14

２号炉 7,943.65 900～1,012 153～164 0～31
杉並 600

注：大田清掃工場 第一工場、中防灰溶融施設、破砕ごみ処理施設は休止しています。
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江戸川 600

墨　田

北

新江東 1,800

港 900

豊　島 400

令和２年度　維持管理状況（7月1日～31日） ＜工場設置計器の測定結果＞
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測定値が維持管理計画値を超過した理由（※）

※①　豊島清掃工場　2号炉　令和2年7月31日（金）　8：00

　　 排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で116ppmを記録した。

　　 原因は、給じん機の警報対応のため、機器を停止して現場作業を行った後、機器の運転操作が

　　 遅くなったことから、ごみの供給が遅れたことによる。

　　 その後は、正常な燃焼状態に回復し、復旧した。

※②　世田谷清掃工場　 2号炉　令和2年7月25日 （土）　6:00

　　排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で125 ppmを記録した。

　　原因は、ごみ搬送装置内のごみレベルセンサにごみが付着し誤検知したことでごみ供給が

　　一時的に停止し、手動でごみ供給を再開した際に供給速度が速すぎたため過燃焼になった

　　ことによる。

　　ごみ供給を安定させるとともに、バーナを着火して燃焼改善を図った。

　　その結果、正常な燃焼状態に回復した。

令和２年度　維持管理状況（7月1日～31日）＜工場設置計器の測定結果＞より


